
榛東村立幼稚園の統合に向けた保護者説明会 

どちらも同様の

説明を実施 

（日時）令和 6年 7月 12 日（金） 午後 12 時 30 分～   （場所） 榛東村役場村民ホール 

（日時）令和 6年 7月 17 日（水） 午後 18 時 30 分～   （場所） 榛東村役場村民ホール 

榛東村立幼稚園の統合に向けた保護者説明会における主な質疑応答 

 質問・意見 回答 

計画に関すること 

1 決定する前段階で保護者に何も説明がなく、

突然トップダウンの報告となったのはなぜか。 

 

幼稚園の入園者数の減少については、平成 30 年から村でも協議を始めておりまし

た。しかし、令和 6 年度の入園者数は前年よりさらに減少している状況であり、1 園

化に向けて早急に協議を進めなければならないことから、有識者の方の意見を伺うた

め検討委員会を立ち上げました。その中で、1 園化する方がよいとの意見を受けたこ

とから、村としても 1園化に向け進める方針となりました。 

また、令和 7 年の 4 月からの統合については、一定の集団規模を確保するには少し

でも早い方が良いのではないかとの判断によるものです。現在の年中児が小学校へ入

学する前に、少し大きな集団の中で遊び、遊びが広がる中から学び、関わり合う経験

をさせてあげたいという判断です。  

2 両園の先生方にも事前に説明をし、納得した

上で決定しているのか。 

両園の先生方へも事前に同様の報告をさせていただき、ご質問にもお答えさせてい

ただいております。全員の方が納得されたかについては、それぞれの方が様々なお気

持ちをお持ちだと思いますが、村の方向性としてご理解をいただけたものと捉えてお

ります。 

3 村立こども園を建設する考えはなかったの

か。 

実際には計画があったと伺っています。ただし、幼稚園を選ぶ方のニーズがどのく

らいあるのかということは予測できない部分であり、令和 6 年の入園者数を見て、現

時点では村立幼稚園の１園化という判断をいたしました。 

4 園舎の老朽化が進んでいるのに、新しい園舎

は建てないのか。 

 

開園を急がなければならない状況の中、現時点では新しい園舎ということにはなり

ません。幼稚園ニーズの増加や村内の他の民営保育施設の状況と合わせ、新たな園舎

やこども園の建設が必要となれば、その段階での検討になりますが、現時点ではその

段階にはないとの判断です。 



5 新しい園舎を建てないということは、今後、

廃園になるということか。 

 

園舎が建てられないので廃園になるということはありません。なくさないための 1

園化と捉えていただきたいと思っております。 

様々なニーズがある中で、幼稚園がなくなってしまうとお困りになるご家庭もあると

思います。なんとか村立幼稚園を存続させたいというのが現在の村の方向性です。 

6 ひこばえ保育園は、村が認定して新設され

たのか。 

認定は群馬県知事です。 

待機児童の解消に向けて、村が誘致した経緯があります。 

7 定員数が少ない北幼稚園に統合するのはな

ぜか。 

 本村の 0歳児から 5歳児までのお子さんの人数の推移により、今後の就学前のお子

さんの人数についてはおおよそ見込まれることから、現在の北幼稚園の定員数と、民

間のこども園 2園、保育園 2園により全体数をカバーできるのではないかとの見通し

を持っております。 

8 老朽化している園舎については、1園化す

ることでより良い環境になるとの認識でよい

か。 

 当然、必要な修繕は行っていきたいと考えています。 

これまで 2園に注がれていた財源や人材についても、現在よりは良い状況となること

が見込めると考えております。 

9 南幼稚園の施設は取壊しされるのか。 現時点では何も決定しておりませんが、南幼稚園の施設は村の財産でありますの

で、今後、財政状況等を踏まえて検討してまいります。 

10 現在の居住地を決めるにあたり、学校などの

施設が近いことで子どもにとっての環境がよ

いと思い決定した。 

今後は通園距離が遠くなってしまうが、送迎

について村はどのように考えているか。 

南幼稚園の保護者の方には、現在より距離が遠くなってしまうことによる送迎の問

題はご心配なことだと思っております。 大変申し訳なく思いますが、特別に園のバス

を走らせるということは、現時点ではできません。 

現在、村では村民すべての方を対象とした、村内を移動しやすくするためのデマン

ド交通システムの整備について検討を進めています。こちらについては、来年度から

の運行を目指し早ければ今年度中に試行運転をする方向ですので、こちらをご利用い

ただけるのではないかと考えています。ただし、まだ詳細は決定しておりませんので、

ご利用になりたい方については詳細が決まった時点でお問い合わせいただければと思

います。 

11 来年度から幼稚園への入園を希望している

が、今年度は子育て支援センターが開かれてい

ないため利用ができず、入園に向けて園に慣れ

る場所がない状態である。 

子育て支援については 開設できず申し訳なく思っております。職員が足らないた

め、今も先生を一生懸命探しているところなのですが、なかなか見つからないという

のが現状です。こういったことを解消するためにも１園化はやむを得ない状況でした。 

また、お知らせの時期が急となってしまったこと、大変驚かせてしまったことにつ



また、今後の入園を考えている保護者に対し

ても、今回の決定は急であり、遅かったのでは

ないか。 

きましては大変申し訳なく思っております。様々な状況を鑑み、今、このタイミング

で 2園を１園化にすることにより、現在の職員で必要とされているニーズを満たすこ

とができるのではないかと考えた結果による判断となりました。 

 

12 幼稚園を 1園化するにあたり、今の年中児、

年少児が卒園するまでという考えはなかった

のか。 

当然、そういったことについても検討はされましが、やはり一定の集団を確保するた

めには少しでも早い時期にということでご理解いただければと思います。 

13 村内のこども園や保育園については、定員を

超過して受け入れている園もあるが、幼稚園の

人数が減少している状況で、幼稚園へ入園を促

すなどの措置について検討しなかったのか。 

 

それぞれのご家庭で就労の形態等も異なるので、幼稚園への積極的な働きかけにつ

いては難しいと思っています。 

令和 2 年から本村でも待機児童が発生する状況が続いていたため、村内のこども園

や保育園で定員の 120%ぎりぎり上限までの人数を受け入れていただいておりました。

それでも入園できないお子さんについて、村外の園や預かり保育を始めた村立幼稚園

をご案内しておりました。 

14 今回の説明会に、幼稚園の職員の方も出席

したいと希望されたようだが出席を拒まれた

と聞いている。なぜ拒まれたのか。 

先生方には、皆様への説明に先立ちまして同様の説明をさせて頂いております。ま

た、先生方からのご質問にもお答えをさせていただいております。 本日と前回の保護

者説明会での質疑応答についても、それぞれの園にはお知らせする予定でございます。

参加を拒まれた、とのお話につきましては、こちらでは把握をしておりませんでした

ので、誤解が生じていたのであれば申し訳なく感じております。園の職員に対しては、

すべてオープンにしていく予定でございますのでご理解いただきたいと思います。 

統合後の園に関すること 

15 年齢が小さい子ほど、環境の変化に敏感な

子もおり、急な変化となることは子どもや先

生方にも負担が大きいのではないか。 

年齢が小さいお子さんについては、少人数での環境にメリットがあることも十分に

承知はしています。お子さんへの負担を最小限とするため、十分な職員の確保をした

いと考えております。現時点で統合するならば、必要な人数を配置できる可能が高く、

大きな集団の中でも個に応じたきめ細かな支援ができるのではないかと考えます。 

また、小学校へ入学するタイミングで大きな集団に入ることは、お子さんにとって

大きな負担となる可能性もあり、早急に 1園化することで段階的に大きな集団へ慣れ

ることができるのではないかと考えております。 

また、先生方のご負担についてはご指摘のとおりです。今後、統合に向けた交流等



についても先生方には例年より負担が増えてしまいますが、ご協力いただきながら新

しいものを生み出していくことで、教育の質の向上を目指していくことができるので

はないかと考えております。両園の職員も村も、保護者の皆様も、お子さんのよりよ

い育ちのためにという思いは同じでありますので、ご協力いただきたいと思います。 

16 場所や先生が変わることで子どもへの影響

が心配である。職員の配置についてどう考え

ているか。 

 場所については、どうしても変わらざるを得ないということですが、園の先生方で

正規職員の方については、すべて新しい幼稚園に行くということになります。ただ、

先生方それぞれに個別の事情もありますので、一概には申し上げられないところでは

あります。また、正規職員以外にもたくさんの職員にお世話になっているところです

が、なるべくお子さんにとって影響が少ない方向となるよう現在進めております。全

ての先生をすべて新しい園にということは現時点ではお約束ができないのですが、多

くの職員が一緒に勤められるよう努力をしていきたいと考えております。お子さんに

とっての環境の変化を最小限にとどめることができるよう、一定の集団規模を確保し

つつ個別の支援を行うためには、職員の数もある程度必要になると考えています。 

17 両園の先生方はどちらの園も経験があるの

か。また、先生の人数を増やす等の配慮はある

のか。 

正規職員については、ほとんどの先生が両園の経験があります。園のスタッフにつ

いては、2 園から 1 園になることにより、1 園での人数よりは増えると見込んでおり

ます。そういった面でのご不安は軽減できるのではないかと考えております。 

18  入園前から園長先生に親身に相談にのって

いただいて、信頼して幼稚園に通わせている。

1園化した場合、園長先生はどうなるのか。 

園にご信頼いただき、ありがとうございます。 

基本的には、園長含め、正規職員は 1園化した幼稚園で一緒に働いていただきます。

ただ、職員それぞれ個別の事情もありますので、一概には申し上げられませんが今回

の統合により、正規職員に対してはこちらからお辞めいただくようお願いするという

ことはありません。しかし、それ以外の職員についてはお約束できないところがあり

ます。 

19 療育施設と幼稚園を併用しているが、毎日通

園しているわけではないため、両園での交流の

スケジュールについても配慮してもらえるの

か。 

また、慣らしについては、積極的に、早めに

行っていただきたい。 

療育施設と併用していただくお子さんについても、安心して園で過ごしてもらえる

よう配慮いたします。さらに慣らしの期間が必要であればご相談ください。交流の行

事とそれぞれの園がなじめるような交流については、 なるべく早く、そして積極的に

進めていきたいと考えております。 



20  来年以降、預かり保育の体制はどうなるの

か。職員体制が整わないため受入れができない

のでは困る。いつまでに決定となるのか。 

両園が一緒になりますので、預かり保育のスタッフも状況によっては増やすことで

きるのではないかと思います。そういう意味ではこれまでお応えできなかった ニー

ズにもお応えできる可能性が高くなるということです。ただし、今この時点で何人に

なりますという確約はできませんのでご了承ください。 

また、来年度の預かり保育の希望を取るタイミングまでには体制を整えてまいりま

すのでお待ちください。 

21  北幼稚園に通わせる上で、駐車場がネックで

ある。南幼稚園は利便性が良かったが、北幼稚

園の近くに駐車スペースを作ってもらうこと

は出来るのか。 

具体的には、今すぐ北幼稚園の近くに駐車場を整備するということはできません。 

今現在でできることとすれば、まずは安全確保のために職員を配置することではない

かと思っております。 

 

22  来年度からの定員について、年長児・年中児

については定員内で受け入れられると思うが、

年少児の定員については 20 名であり、定員を

超えた場合、どのような対応となるのか。抽選

となることはあるのか。 

 

現時点では、おおよそ入園を希望される方のニーズはカバーできるのではないかと

いう見込みを持っております。 また、村内の他の園をご案内するということも考えな

いわけではないですが、現時点では必要なご家庭のご希望にお応えできるのではない

かと見込んでおります。 

今、詳しくは申し上げられないですけれども、村内のこども園や保育園でカバーが

できるように調整をしていきたいと考えております。ただし、保育園については、ご

家庭の就労状況によりご案内が可能な場合となります。 

また、20人を超えた場合には受け入れの可否を検討する用意はありますが、抽選と

いうことが決定しているわけではありません。 

23 療育施設を利用しているが、やっと慣れたと

ころで環境が変わることに不安を感じている。 

慣らしについては、積極的に行っていただきた

い、また、早めに行ってもらうことも付け加え

てお願いしたい。 

 ご不安についてはごもっともであると感じています。交流の行事とそれぞれの園児

がお互いになじめるような交流については、 なるべく早く計画し、積極的に進めてい

きたいと考えております。 

その他の意見 

24 事前に保護者アンケートをとっていたが、結

果について公表されていない。 

アンケートについては、1 園化や存続についてのご意見を伺ったアンケートではな

く、就学前の施設にどのようなことを望みますかということについて伺ったもので

す。その中で、幼稚園に望まれることについては、集団の中で関わり合いながら遊べ



ること、遊びの中で学べるところが魅力、との回答が多数ございました。検討委員会

の中では、このようなメッセージがあることを前面に出せたので、教育委員会として

も存続させる方向へ舵を切ることができました。 

大変ありがたい結果であり、この点についても還元していかなければならないと思

っております。また、今後に向けてどのように発信していくかについても考えなけれ

ばならないと感じております。 

25 今後、幼稚園がどうなっていくのか見通しに

ついて不安がある。本当に存続させたいのかが

伝わらない。 

今後、幼稚園へ預けたいと考える人や榛東村

へ住もうと考えている人への前向きなメッセ

ージを出してほしい。 

村立幼稚園はこれからも存続させたいと考えております。 

幼稚園での学びは、英語や体操やリトミック等何か特化したものがあるわけではあ

りません。では、遊びの中で何が育っているか、遊びに十分に関わり、先生や友達と

関わることにより育つ力は、幼稚園から小学校へと激変する環境を支える大きな力と

なっていると思います。村立幼稚園は、そのような子どもたちを育てており、今後も

育てていきたいと考えております。大変地道な取り組みではありますが、遊びをとお

して学ぶことができるということを発信していきたいと考えております。 

26 意見を伝えるために参加した。 

今回の 1園化については、子どもたちの大好

きな園に通えなくなることが本当に悲しく、裏

切られた気持ちである。 

また、急すぎることもあり大変ショックであ

った。今回の説明会は、意見交換でなく、決定

事項の伝達とのことなので、もう諦めていて説

明会に参加しない保護者もいる。卒園児も学校

の近くに幼稚園があることで、安心につながっ

ていたため、園がなくなるとの話を聞いて卒園

した子も悲しんでいた。 

お気持ちは重く受け止めさせていただきます。また、ご希望に添えなくなってしま

ったこと、お知らせが遅くなってしまったことについては、深くお詫び申し上げます。 

27  幼稚園の先生方の関わり方を見させていた

だくようになって、一人一人の個性を大切にし

ていただいており、本当に感謝している。 

本当になくなってしまうのであれば、もった

 幼稚園の生活、日常は 本当に派手なことは何もありません。ただ、子どもが毎日精

一杯遊んでいる、見えているのはそれだけです。体操が上手になるとかそういった派

手さはないです。 

子どもたちの様子を園に見に行きますと、子どもたちが身体をくの字にして何かを一



いないことであり、伝統のある幼稚園教育を続

けていって欲しいという気持ちである。 

 自分の子どもが卒園してしまったら関係のな

いことであるが、その後の世代のためにも是

非、幼稚園を存続していって欲しいと思ってい

る。 

生懸命のぞき込んでいる様子を見かけます。それは大変な集中力であり、そこでたく

さんの発見があり、友達の考えを聞き、友達と語り合ったことすべてが小学校に通じ

ていきます。たくさん遊んだことは、7 歳から小学校生活がスタートする時に、色々

大変なことがあっても乗り越えていける力になっていくと私たちは信じていますし、

そう思って先生たちも教育してくれています。 

お話を伺い、そういう子が育ってくれているのだなと嬉しく思います。園の職員に

も伝えたいと思います。公立の幼稚園教育のよさをなくしてはならないと私たちも思

っておりますので、そういう意味での１園化であるとご理解をいただきたいと思いま

す。 幼稚園のよさをうまく発信できなかったのは、私どもの至らなかった点であり、

検討委員会でも幼稚園の意義やよさについて積極的に発信していくよう指摘を受け

ております。 

また、小学校に向けて、子どもの育ちや遊びが充実するような新しい取組等につい

ても考えていきたいと思います。その際には是非ご意見をいただきたいと思っており

ます。 

28 幼稚園で人数が少ない中で学べることもあ

り、現在の小学生を見ても幼稚園の子は優しい

子、思いやりのある子が多い印象があり、幼稚

園に通わせてよかったと思っていた。 

 少ないからこそ、きめ細かな支援ができるということもよさであると思っておりま

す。園が一緒になりますが、先生の人数を一定程度確保することによって、これまで

と同様に安心して預けていただける幼稚園をつくっていきたいと思っております。 

 

29  今後の PTA 役員について、どのような検討を

しているか。 

 両園で協議していく場合、時間の調整が難し

いため柔軟な対応をしてもらえるか。 

 PTA の組織編制につきましては、役員の人数等を含めて、それぞれ園長を中心に協

議をしていくことになっています。今後の協議にはなりますけれども、新しい PTA の

体制づくりのための協議に引き続きご協力いただくような方向になるのではないか

と推測いたします。ただ、役職等についてはここではお話はできません。いずれにし

ても、今後協議をしていきます。 

また、それぞれの園長からそれぞれの役員さんへまずはお話が行くのではないかと

思われます。最終的に協議が必要となれば何度かお集まりいただくような場面もあろ

うかと思われますが、あくまでも推測の域を出ません。まずは園長から役員さんの選

出等についてご相談がいくのではないかと考えております。 

 


